
　親譲りの無鉄砲で小供の時から損ばかりしている。小学校
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ら、同級生の一人が冗談に、いくら威張っても、そこから飛

び降りる事は出来まい。弱虫やーい。と囃したからである。
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あ
る
日
の
暮
方
の
事
で
あ
る
。
一
人
の
下
人
が
、
羅
生
門
の
下
で
雨
や
み
を
待
っ
て
い
た
。

　

広
い
門
の
下
に
は
、
こ
の
男
の
ほ
か
に
誰
も
い
な
い
。
た
だ
、
所
々
丹
塗
の
剥
げ
た
、
大
き
な

円
柱
に
、
蟋
蟀
が
一
匹
と
ま
っ
て
い
る
。
羅
生
門
が
、
朱
雀
大
路
に
あ
る
以
上
は
、
こ
の
男
の
ほ

か
に
も
、
雨
や
み
を
す
る
市
女
笠
や
揉
烏
帽
子
が
、
も
う
二
三
人
は
あ
り
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
、
こ
の
男
の
ほ
か
に
は
誰
も
い
な
い
。

　二人の若い紳士が、すっかりイギリスの兵隊
のかたちをして、ぴかぴかする鉄砲をかついで、
白熊のような犬を二疋つれて、だいぶ山奥の、
木の葉のかさかさしたとこを、こんなことを云
いながら、あるいておりました。
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　メロスは激怒した。必ず、かの邪智暴虐の

王を除かなければならぬと決意した。メロス

には政治がわからぬ。メロスは、村の牧人で

ある。笛を吹き、羊と遊んで暮して来た。け

れども邪悪に対しては、人一倍に敏感であっ

た。きょう未明メロスは村を出発し、野を越

え山越え、十里はなれた此のシラクスの市に

やって来た。メロスには父も、母も無い。女

房も無い。

モトヤ明朝モダン 6　16pt

モ
ト
ヤ
明
朝
オ
ー
ル
ド2

　12p
t

モ
ト
ヤ
明
朝
み
や
び4

　14p
t

モ
ト
ヤ
明
朝
み
や
び6

　14p
t

モ
ト
ヤ
マ
ル
ベ
リ
み
や
び5

　18p
t

モ
ト
ヤ
明
朝
モ
ダ
ン2

　12p
t

モ
ト
ヤ
明
朝
み
や
び2

　12p
t

書体組見本


